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研究成果の概要（和文）：本研究は、「ヨーロッパ言語共通参照枠(CEFR)」準拠で日本の英語教育のために作ら
れた CEFR-J を用いて、CEFR基盤による多言語教育システムとその構築手法を研究したものです。主たる成果物
として、CEFR-Jレベル別CAN-DOリスト一式に対応付けした語彙・表現・構文等の多言語教育用言語資源を試作し
その際に利用したツール類と教育用多言語コーパスを作成しました。これによりCEFR準拠の外国語シラバス構
築、教材研究、テスト開発、e-learning コンテンツ 作成などに役立つ基礎資料群を整備することができ、どの
ような外国語でも比較的均質な外国語教育システムを作り出すことができます。

研究成果の概要（英文）：This research investigated a CEFR-based multilingual education system and 
its construction methods using the CEFR-J, which is based on the Common European Framework of 
Reference for Languages (CEFR) and designed for English language education in Japan. The main 
deliverables were a prototype of multilingual educational language resources such as vocabulary, 
expressions and constructions corresponding to a set of CAN-DO lists by CEFR-J levels, tools used in
 this process and a multilingual corpus for educational use. This has enabled the development of a 
set of basic materials useful for constructing CEFR-compliant foreign language syllabuses, 
researching teaching materials, developing tests, creating e-learning content, etc., and creating a 
relatively homogeneous foreign language teaching system for any foreign language.

研究分野： コーパス言語学
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バス

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、世界中でいろいろな言語が学ばれていますが、外国語教育のシステムは国・地域ごとにバラバラで品質は
よくありません。ヨーロッパ言語共通参照枠を使用した一貫した教育システムは、ヨーロッパの言語以外では応
用が難しいのが現状でした。それをできるだけいろいろな言語に普及させるために必要なCan Doリスト一式とそ
れに紐付く語彙・表現などのデータベースを整備して、言語教育用資料の作成方法を提唱したものです。これに
より、多くの外国語教育システムが品質管理をよりよくできるようになることが期待されます。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1) 言語教育の学習・教授・評価の汎用枠組として 2001 年に欧州評議会で制定された「ヨーロ

ッパ言語共通参照枠（CEFR）」が世界的に影響力を持ちつつあった。さらに日本では CEFR
準拠の英語教育用枠組 CEFR-J（投野, 2013）が 10 年来の研究を経て、英語教育現場の各
所で用いられるようになってきた。 

(2) 研究代表者の所属する東京外国語大学は外国語教育・研究に特化した研究機関として、28
言語の専攻語があり、その分布も欧州、アジア、オセアニアなど多岐にわたる。そこでの外
国語教育の統一的改善と新しい手法の開発は喫緊の課題であった。 
 

2. 研究の目的 
(1) 本研究では CEFR-J を多言語学習用に機能拡張し、CEFR 基盤による教育用言語資源構築

のための「CEFR-J 外国語教育資源整備用ワークベンチ」を開発するための基礎研究であ
る。 

(2) 東京外国語大学の主要外国語 25 言語を対象に、CEFR-J レベル別 Can Do リスト（言葉を
使って何ができるかを明示した目標文）一式とそれに対応付けした語彙・表現フレーズ・構
文等の多言語教育用言語資源を作成する資料群と多言語教育用コーパスを構築する。 

(3) このワークベンチは、これを用いることで、CEFR 準拠の外国語シラバス構築、教材研究、
テスト開発、e-learning コンテンツ作成などの基礎資料を構築することができ、双方向学
習の特性を活かし当該言語の母語話者の日本語学習にも工夫次第で適用可能となる。本研
究ではその構築手法の開発、多言語による具体的実装とその評価を目的とする。 

 
 
3．研究の方法 
(1) Can Do リストと語彙・フレーズ・構文の一体的整備 

CEFR は 6 つの学習レベル（初級：A1/A2，中級：B1/B2, 上級： C1/C2）と 5 つの技能
（聞くこと、読むこと、話すこと<やりとり>、話すこと<発表>、書くこと）ごとに「言葉
を使って何ができるか」を Can Do リストの形式で提供する（最新の改訂版 Companion 
Volume では、レベルと技能の分け方が少しオリジナル版と変更になっている）。これを個
別言語に適用するためには、上記の枠組の各レベルと技能ごとの Can Do と対応する具体
的な言語材料（語彙・フレーズ・構文）を選定する必要がある（図１）。このような CEFR
の個別言語用の言語資料を選定する作業を欧州評議会外国語政策部門では「参照レベル記
述（Reference Level Description: 以下 RLD）」と呼んでいる。 

図１: CEFR レベルと Can Do, 言語材料 
 
(2) 教育用言語資源構築方法の検証 

CEFR-J で構築してきた英語教育用資源（レベル＆技能別 Can Do リスト ＋語彙・フレー
ズ・構文）を別の外国語でも利用できるように教育用言語資源構築手法を検証し、それを多
言語適用に汎用化した「ワークベンチ（作業環境）」の提案を目指した。これによって、英
語からの機械翻訳による半自動変換および個別の言語ごとの補完作業をカスタマイズする
ことで、対象言語の CEFR-J 教育用言語材料資源を作成するための、効率的かつ汎用性の
高い構築環境が作れることを示す。さらに機械翻訳などの精度が低く資源の乏しい言語に
対する構築手法として多言語コーパスを用意し、それによる補完方法とその効果検証を行
った（図 2）：  

 



図 2：英語 CEFR-J RLD 資源を用いた「言語教育資源開発用ワークベンチ」概要 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 2018〜2019 年度は、CEFR-J 準拠語彙表として英語に関して既に公開されている CEFR-J 

Wordlist Version 1.3（東京外国語大学投野研究室作成）を元に 27 言語に機械翻訳された語
彙表翻訳結果の評価を中心に、27 の地域言語専攻担当教員と連携をとりながら、(i) 機械翻
訳精度、(ii) 精度の高い部分と低い部分の特定、(iii) 英語と 対象言語の比較による原因特
定、(iv) 原因を補正する方法の考案を行った。表 1 はこれらの言語のうち、英語からの機械
翻訳の語彙リストでどの程度、各言語コーパス上位 3000 語をカバーするかを検証した結果
である。その結果、(a) 1 対多対応の単語、(b)多義語、(c)形態素単位の問題、(d) 文化的差違
などの影響、(e) 機能語など文法要素の補充方法、などに関して評価チームで議論を行い、
機械翻訳と人間の知識による人手での作業をどのように組み合わせるのがよいか、言語学の
専門的な知見を交えて分析結果を精査した。 

 
表 1：各言語上位 3,000 語の CEFR-J Wordlist の機械翻訳によるカバー率  

 
表１を見ると、単純な機械翻訳による英語の語彙リストからの変換でフランス語コーパス
の上位 3000 語中、2007 語がカバーされており、かなり効率的に重要語を選定できることが
わかる。同様に、スペイン語（1,903 語）、イタリア語（1,896 語）、ポルトガル語（1,893
語）などでは比較的効率的な語彙表変換が可能である。一方、カバー率の低い言語として
は、韓国語（998 語）、ベンガル語（992 語）、タガログ語（934 語）などが 1000 語以下のグ
ループに入り、最低はアラビア語の 801 語であった。このような英語からの変換が望まし
い言語とそうでない言語の特定なども踏まえて、多言語コーパスの必要性が増し、2020 年
度にかけて、低資源の言語に対しての機械翻訳データを補完するための多言語コーパス構
築のニーズが顕在化していった。 

 

 



 
(2) 2020 年度はコロナの感染拡大の影響

で研究会実施が制限を受け、ワークベ
ンチの全体設計のうち、語彙表の多言
語化の方策に関する 2018-19 年度の討
議のまとめと、機械翻訳の補正を行う
際に参照されるべき各言語の学習用教
材のコーパス作成に注力した。前者に
ついては、科研分担者の担当する、フ
ランス語、ポルトガル語、タイ語、フ
ィリピノ語、ドイツ語、中国語などを
中心に、(i) 機械翻訳精度、(ii) 精度の
高い部分と低い部分の特定、(iii)翻訳
精度が落ちる部分の原因特定、(iv) 補
正方法、などに関して分類整理した。
多言語コーパス構築に関しては 90 言
語 400 以上のコーパスをすでに内蔵す
る商用 web コーパス検索システム 
Sketch Engine を用いるほか、モンゴ
ル語、ラオス語などの資源の乏しい言
語 に関しては、小学校の使用教科書の
全教科、外国語学習用教材のコーパス
化を実施、さらに独自に web 巡回によ
るテキスト収集を実施した。本学の言
語文化学部で専攻できる 28 言語に関
して、独自の CEFR-J x 28 コーパス
を各言語 1000 万語規模で構築し、学
内利用に供した。 
 
 

(3) 2021 年度はコロナで遅れてしまった研究計画のうち、28 言語の語彙表・フレーズ表を可
能な言語で A2 レベルまで完成し、紹介する web サイトを構築し、CEFR-J x 28 サイトに
リンクする形で公開した。さらにこの年度からワークベンチの利用の具体例として、各言
語の Can Do ベースのパフォーマンステスト作成を開始し、それらに科研で構築した資料
類を活用してもらう機会を持った。これらの研究成果は、コロナで報告が遅延したが、次
期の科研に引き継がれ現在 Can Do テストの 28 言語における展開、汎用シラバスの構築
によるオープンアカデミーへの運用開始、語彙表・フレーズ表の世界的な CEFR 対応の流
れを受けた国際利用へと新たな展開が始まっている。 
          

 

（https://www.tufs.ac.jp/collaboration/intlaffairs/sgu/cefr-j_28.html#d） 

図３ 多言語コーパス一覧 

 
図４ 語彙表・フレーズ表（web サイト） 
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